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令和４年度 第６回 若葉区区民対話会 議事概要 

 

１ 開会 

 

２ 自己紹介 

 

３ 意見交換 

 

はじめに、主任児童委員が自己紹介と併せて、日頃の活動状況等を発表。 

その後、発表内容からテーマをピックアップし、区長との意見交換を実施した。（四角内

は区長発言） 

 

① 公立夜間中学について 

    千葉市の公立夜間中学に、現中学生で学校に行けていない子は入学することはで 

きない、と説明会で聞いた。理由を教えてほしい。外国人が公立夜間中学の説明会に

参加されており、異文化交流もでき、いい場所だと思った。 

 

 

 

 

② 大宮小学校の通学路について 

大宮小学校と大宮台小学校の統合があり、いずみ台ローズタウンから通う子供た

ちにとって学校が遠くなってしまった。地域の人々が、以前道だったところを開拓

して人が通れるようにしたが、その道が舗装されて街灯が付けば通学路になると思

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

グリスロについては、運転手の確保が難しい。また、スクールバスについては、

市の基準を満たしておらず、却下された経緯がある。 

 

文部科学省が夜間中学の対象者を明記しており、本市の資格要件もこれに準じ 

ている。不登校の子供たちについては、別の形で対応していく。 

 

ローズタウンの方からお話を伺い、現地もすぐに見に行ったが、すぐに対応す

るのは難しい状況。代わりに、現在、地域でカートを走らせるグリーンスローモ

ビリティ（通称：グリスロ）をローズタウンの町内自治会長に提案している。こ

れは、通学だけでなく、買い物難民の方の足にもなるが、運転を地域の方にお願

いしており、取り入れるのが厳しい状況も考えられる。 
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③ 側道の草刈りについて 

高速道路脇の側道側に通学路があるが、街灯もなく、夜間には真っ暗である。草

は子供の背丈以上に伸びており、草刈りは年１回しかない。草刈りは、学校を通じ

て土木事務所に伝えるのがよいのか。 

 

 

 

 

④ 子どもをめぐる状況について 

    ・虐待が疑われるケースなど、家庭児童相談員や社会援護課等と連携して、状況を

改善できてきた。また、児童家庭支援センターの支援も受けられている。 

    ・生活保護のケースの場合は非常にデリケートで難しいため、信頼関係を築くのに、

行政が長い時間をかけてケアしてくれた。 

 

 

 

 

 

 

⑤ 子どもの居場所について 

    ・居場所の「箱」と、運営する「人」がマッチしないといけない。公園であれば、

年齢問わず、集まれる。運営は、地域の方の中で、子どもたちの話を親身になって

聞いてあげたり、一緒に遊んだりすることができる人が見守ってくれるとよい。 

 ・車の運転ができない高齢者は公民館に来ることができないので、それぞれの自治

会館等に出前してボッチャをやっている。同じように子育て支援も自治会に出向

いて行えるとよい。ただ、町内自治会の役員が１年で替わってしまうため、うまく

連携を取るのが難しい。 

 

 

 

報償費を払ってグリスロの運転手を確保している地域もある。運転手は、その

地域の方でなくてもよいが、確保するのは難しいかもしれない。今、ローズタウ

ンの会長をはじめ、いろいろコンタクトを取っているので、しばらくお待ちいた

だきたい。 

直接、土木事務所に連絡するのがよい。町内自治会長以外からの要望も受け付

けると思うが、困ったときには対応するので、連絡をいただきたい。 

 

学校等、関係各所と連携しながら進めるのが非常に重要。個々の力では限界が

ある。こういった集まりの中で、情報交換しながら、連携のための方策をいろい

ろ考えていっていただきたい。 

 

地域の課題は、地域全体で見ていく必要がある。その辺りを話せる場があると

良い。また、子どもたちの森など、それぞれの地域に子どもの居場所があると良

い。 
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⑥ 活動状況の広報について 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ コロナ禍における活動について 

社協の事業で芋煮を作ったり、子ども向けに綿菓子、ポップコーンを用意したりす

る。食べることがメインのイベントで、比較的高齢者が多いため、万が一を考えると

踏み出せない。今年も見送る。 

 

 

 

   

 

地域の異世代交流をやっている。住民 100 人程度を対象とした収穫祭で、飲食は

焼き芋、ドリンクを提供した。ただし、完全屋外、基本的には持ち帰りとした。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 閉会 

地域団体が広報する場所を区役所で用意できないか検討している。ホームペー

ジに各地域団体の活動内容や課題を掲載し、お互いに解決方法を提案できるよう

なプラットフォーム的なものがあればいい。 

昨年 10 月、若葉区地域づくり支援室で「ぷらっとＷＡＫＡＢＡ」という地域活

動を支援する窓口を作ったので、ご相談いただけるとよい。 

 

飲食は厳しい。分散してできる策を考えるのはどうか。ウィズコロナの時代で、

コロナはなくならないだろう。工夫してこんな風にやっているという地域はある

か。 

地域活動をしていかないと、地域の活性化にならない。子どもが少なく高齢化

が進む中で、どうすれば自分たちの地域を盛り上げていけるか、いろいろな方と

連携しながら、活動する策を検討いただきたい。 


